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１．資源の現状

２．増殖策
１）漁場整備
・覆砂
２）保護区
・産卵成貝の保護、育成
３）移殖放流
・高密度発生域の密度調整、成長促進
４）天然採苗
・着底基質設置による資源添加

福岡県有明海区における
アサリ増殖の取組

○稚貝の発生場所と発生量が年により
異なるため、資源変動が大きく漁獲が
不安定

○稚貝の減耗防止対策、産卵母貝の保
護、育成等による安定した資源の維持
が必要
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福岡県有明海区におけるアサリ漁獲量の推移
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【目的】
○底質の悪化した漁場に覆砂を実施することで底質環境を改善し、二枚貝類の増殖を
図るとともに、干潟の環境浄化機能を回復させる。

２．増殖策
１）漁場造成（覆砂）

覆砂漁場におけるCODの推移
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覆砂域に発生したアサリ稚貝

・平成26年度の覆砂漁場を中心に、これまでみられな かった稚貝
が大量発生（H27.10 有区20号で 最大10,938個/㎡)
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・産卵母貝を確保するため、アサリの生
息状況（密度、サイズ）等を考慮して

◯保護区の期間

◯保護区の設定

保護区の場所

２．増殖策
２）保護区（成貝の保護、育成）

場　所 期　間
有区　３号 平成２６年１２月～
有区１０号 平成２６年１２月～
有区２０号 平成２７年１１月～
有区２４号 平成３０年　９月～

①共同漁業権行使規則に基づく採
捕の制限

②漁業調整委員会指示による採捕
の規制
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２．増殖策
3）移殖放流

移殖放流の主な採捕、放流場所
放流状況

高密度に発生したアサリの
間引き移植により適正密度
を維持

平成27年11月～29年6月の
間で約802tを移殖
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・着底基質

水産総合研究センター増養殖研究所資料から抜粋

２．増殖策
4）天然採苗（産卵母貝の確保）

二重底プレート により埋没防止

網袋に砂利（５㎏）を入れ干潟
に設置
着底基質の設置により採苗効果
を確認し、さらに埋没対策により
採苗効果が向上
（対照区の2.2倍）
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平成30年3月の推定資源量は11,844tに増加
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福岡県有明海区における
アサリ増殖の取組成果
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資源の現状

福岡県有明海区における
タイラギ増殖の取組

○浮遊幼生と着底稚貝が極めて少なく､着底後も食害や立ち枯れへい
死等により減耗するため、資源も低位で推移し、漁獲まで至っていない

○資源回復のための産卵母貝数の確保が必要
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福岡県有明海区におけるタイラギ漁獲量の推移

(出典：農林水産統計）
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海中育成ネット

増殖技術開発
１）母貝団地造成技術開発

①食害防止技術の開発

・被覆カゴによりタイラギ稚貝を保護すること
で春から夏の食害を防止

②産卵母貝の保護・育成場造成技術の開発
・海中育成ネット方式で母貝を育成すると春～
冬までの立ち枯れへい死を抑制
・海中育成ネット区で、７～８月に成熟、産卵
を確認
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被覆カゴによる食害防止効果
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母貝団地

水産海洋技術センターで種苗生産

人工種苗生産

中間育成

垂下カゴで育成

殻長2～10㎝

増殖技術開発
２）人工種苗生産技術開発及び中間育成技術の開発

・水研機構の指導により種苗生産及び中間育技術開発中

殻長10㎝～

海中育成ネットで母貝団地へ
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